
◎動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正する法律 
（平成一七年六月二二日法律第六八号）（衆）   

一、提案理由（平成一七年六月七日・衆議院本会議） 

○小沢鋭仁君 ただいま議題となりました法律案につきまして、提案の趣旨及びその内

容を御説明申し上げます。 

 本案は、動物の愛護の推進等を図るため、環境大臣による基本指針の策定及び都道府

県による動物愛護管理推進計画の策定について定めるほか、動物取扱業について、登録

制の導入、その対象範囲の拡大、動物取扱責任者の設置等必要な措置を講じようとする

もので、その主な内容は次のとおりであります。 

 第一に、環境大臣は、動物の愛護及び管理に関する施策を総合的に推進するための基

本指針を定めなければならないこととしております。また、都道府県は、同指針に即し

て、動物愛護管理推進計画を定めなければならないこととしております。 

 第二に、動物取扱業の規制について、届け出制から登録制に改めることとし、動物の

飼養または保管のための施設の設置の有無にかかわらず、動物取扱業を営もうとする者

は、当該業を営もうとする事業所の所在地を管轄する都道府県知事または指定都市の長

の登録を受けなければならないこととしております。 

 第三に、動物取扱業者は、事業所ごとに、当該事業所に係る業務を適正に実施するた

め、動物取扱責任者を選任することとしております。 

 第四に、動物を科学上の利用に供する場合には、その目的を達することができる範囲

において、できる限り、動物を供する方法にかわり得るものを利用すること、その利用

に供される動物の数を少なくすること等により動物を適切に利用することに配慮するこ

ととしております。 

 第五に、この法律は、公布の日から起算して一年を超えない範囲内において政令で定

める日から施行することとしております。 

 以上が、本法律案の提案の趣旨及び主な内容であります。 

 本案は、去る六月三日環境委員会において、全会一致をもって委員会提出の法律案と

することに決したものであります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御可決くださいますようお願い申し上げます。 

二、参議院環境委員長報告（平成一七年六月一五日） 

○郡司彰君 ただいま議題となりました法律案につきまして、環境委員会における審査

の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、施設を設置しないで動物の販売を行うなどの新たな業態が現れるなど社

会情勢が変化し、また、依然として動物取扱業者の不適切な飼養保管実態や近隣への迷

惑問題の発生が見受けられ、動物取扱業の責任と役割の在り方に対する社会的な批判が

高まってきていることにかんがみ、環境大臣による基本指針の策定及び都道府県による

動物愛護管理推進計画の策定、動物取扱業に対する登録制の導入等の措置を講じようと



するものであります。 

 委員会におきましては、提出者の衆議院環境委員長から趣旨説明を聴取した後、採決

の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

 （注） 衆議院においては、委員会の審査は省略された。 


